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食品の抗酸化能測定法の標準化を目指して
－L-ORAC測定法の室間共同試験による妥当性確認－

技術の特徴
・食品に含まれる親油性抗酸化物質の抗酸化能を測定するL-ORAC法の室間共同試験を実施した。
・分析法の妥当性判断の指標である0.5<HorRat≤2を満たし、信頼性の高い分析法である。

研究の内容

今後の展開
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親水性抗酸化物質
（ポリフェノールなど）

親油性抗酸化物質
（トコフェロールなど）

親油性ORAC (L-ORAC) 親水性ORAC (H-ORAC)

食品

ヘキサン・ジクロロメタン MWA (酢酸酸性含水メタノール）

抽出

H-ORAC, L-ORAC測定法の
妥当性確認を完了しており、
抽出からORAC測定までの
室間共同試験を計画している
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L-ORAC法の室間共同試験の結果

ラジカル発生剤 (AAPH)

ペルオキシラジカル (ROO・)

フルオレセイン（蛍光）

分解

蛍光の減退

抗酸化物質があると、ラジカルが吸収されるので、
蛍光の減退が抑えられる

試料溶液
フルオレセイン
ラジカル発生剤

マイクロプレートリーダーを用いて
96穴プレート中で蛍光強度を測定

L-ORAC法の測定原理

メチルb-シクロデキストリンを含む
50%アセトン溶液で試料を溶解し、

水系で親油性物質の抗酸化能を評価

Trolox相当量 (TE) として抗酸化能を表す


